
日本学術会議健康・生活科学委員会主催 公開シンポジウム

『健康･生活価値』の探求―

健康・生活科学委員会からの

学術･教育への緊急提言

ー生活科学分野からー

健康・生活科学委員会生活科学分科会

委員長 片山倫子

（第二部会員・東京家政大学家政学部教授）

平成23年1月7日 於日本学術会議講堂



本シンポジウムでは、

戦後の『経済価値』重視の視点から、

『健康・生活価値』への転換

および共存について

特に学術の発展の方向性と

次世代教育への提言を

健康・生活科学の分野から行うものである。



生活科学分野からの提言

• 生活科学（家政学）分野が果たして来た役割

• 生活科学（家政学）分野の果たすべき役割

• 生活科学（家政学）分野における次世代教育
（後継者育成および各種資格士養成）に対する
問題点

• 学校教育および大学教育のあり方に対する

生活科学分野からの提言



生活科学（家政学）分野が果たして来た役割

我が国における生活科学（家政学）に関する教育・研究は、 日本家政学会を中
核として発展してきた。

1949年 日本家政学会は人間生活の充実と向上に寄与する目的で、設立された
学術団体である。

1982年 文部省から社団法人として認可された。

1985年 日本学術会議の登録学術団体となり、第13〜19期第六部家政学研究
連絡委員会（家研連）委員長には日本家政学会会員が選出され、日本学術会
議会員として活動を行った。

2005年 第20期日本学術会議が大きな機構改革を行った結果、家研連は廃止さ
れ､第二部生命科学の分野別委員会の一つである健康・生活科学委員会に属
する生活科学分科会として活動することになった。第20期の生活科学 (家政
学）分野からは会員が選出されなかったために連携会員も少ない状況が続い
ている。

2008年 第21期日本学術会議には家政学分野からも会員が選出され健康・生活
科学委員会の活動にも積極的に参画している。因みに日本家政学会は60周
年を迎えた。人々を取り巻く状況の変化が著しい中で「人間生活の充実と向上
に寄与する」生活科学（家政学）分野の教育・研究活動が求められている。



キーワードから見た家政学の専門分野 養成している資格士等

家庭経営ー生活経営・管理、家庭経済、生活設計 （中・高）家庭科教員免許

家族ー家族関係、家族と地域・社会、高齢者、家族と国際化 介護福祉士

児童ー児童発達、育児・保育、家庭教育、児童文化、児童福祉、児童臨床 （幼・小）教員免許、保育士

食物ー食生活、栄養、食品、調理・加工、食品衛生、食文化・食生活史､食育 管理栄養士、栄養士、

食育教諭､食品衛生管理者

被服ー衣生活、材料、整理・染色、構成、衛生・生理、心理、色彩・意匠、服飾史 (1級・2級）衣料管理士、

学芸員、司書、司書補、 繊維製品品質管理士､ラーコーデネｰター検定試験

パターンメーキング技術検定、ファッションビジネス能力検定、洋裁技術検定、和裁技術検定

住居ー住生活、住居史、住環境計画、デザイン、設備、構造・材料・防災、管理、住宅問題・政策

（一級・二級）建築士、インテリアコーデネｰター

家政教育ー家庭科教育、家政教育、地域教育

消費者問題 消費生活アドバイザー

ジェンダー

環境 毒物劇物取扱い責任者、公害防止管理者、危険物取扱者、
特定化学物質および四アルキル鉛等作業主任者

健康

生活福祉

関連する学問分野
経済学、社会学、医学、文学、史学、農学、食品工学、繊維工学、公衆衛生学、生理学、心理学、

デザイン学、建築学、防災工学、環境学、法学、教育学、福祉学



生活科学（家政学）分野の特徴

家政学は、「家庭生活を中心とした人間生活における人間と環境との相互作用について、
人的・物的両面から、自然・社会・人文の諸科学を基盤として研究し、生活の向上とともに

人類の福祉に貢献する実践的総合科学」（日本家政学会、1984）である。

• 人の暮らしに関わるすべての事象が研究対象となるために関
連する学問領域が広範である。

• 生まれてから一生を終えるまでの日々変化し続ける人間生活
の充実と向上に寄与する。

• 一日（24時間）の時間の使い方はいずれのライフステージ
か？どのような生き方をしたいのか?等によっていろいろに変
化する。

• 一人の人の持ち時間の中で何に生活時間を使うのかを選択し
ながら生活している。

• 生活科学分野で得られた知見はいくつかの選択肢を提供する
ことになる。

• 「生活者の視点から総合的に考えること」が必須である。



第20期・第21期 生活科学分科会の活動

2008年7月5日（土）13：00～17：00 公開シンポジウムを開催した。

テーマ「子どもたちに生活科学をー家庭科の魅力と可能性ー」

200８年７月 提言「食生活の教育」を提出した。

2010年3月4日（木）13：00～16：50 第1回公開講演会を開催した。

テーマ「大学の教養教育に授業科目「生活する力を育てる」を！」

2010年9月18日（土）13：00～17：00 第2回公開講演会を開催した。

テーマ「大学の教養教育に授業科目「生活する力を育てる」を！」

2011年3月12日（土）13：00～16：30 第3回公開講演会を開催予定。

テーマ「大学の教養教育に授業科目「生活する力を育てる」を！」

生活科学系コンソーシアムを設立した。
２００６年3月 設立趣意書を作成し生活科学関連学協会に参加を呼びかけた。

２００６年７月１８日 発足式を行った。１０学会が参加。会の趣旨、活動方針、規則案他
を協議した。

2010年３月２９日（月）13：00～17：00 生活科学系課程博士論文発表会(演題は5
題）を開催した。

2011年3月2４日（木） 13：00～17：00 生活科学系課程博士論文発表会開催予定。



生活科学（家政学）分野における次世代教育
（後継者育成および各種資格士養成）に対する問題点

• 後継者育成

関連学問領域のありようとの関わり（例えば、衣生活領域と繊維学部）

高校教育の充実ｰ広く、深く、学ばせる。（理系文系を分けすぎている）

• 資格士養成（特に人に関わる資格は総合力が必要である）

管理栄養士資格

幼・小・中・高教員養成

保育士

学部教育で「ひと」に対する知識を十分に持ってから資格士の養成をする。
修士課程以上とする。

家庭科教員に求められている物は何か?
現行の養成方法でよいのか?



「繊維系科学技術に関する高等教育の現状と再構築に向けての繊維学会の
取り組み」繊維と工業53巻6号（1997）著者；繊維学会白井前副会長（信州
大学繊維学部長）

我が国の国立大学には昭和35年頃までに3つの繊維学部と19の繊維系学科があった。その頃ま
では繊維全盛時代で何れも活発な教育研究が行われていた。しかし、日米繊維交渉による
対米ゆしゅつきせいや石油ショックを機に紡績産業を中心に打撃を受け、徹底した合理化、
バイオ、エレクトロニクス等ハイテク産業への転換など繊維業界の大きな変革の中で繊維系
学科も高分子、有機材料、材料物質工学等に名称変更され、基礎工学とハイテク工業へと推
移していった。

昭和40年頃までは、紡績工学、繊維工学、繊維化学など現在も欧米等全世界で行われている原
料糸から製品までの各工程での技術と工学を中心とした伝統的繊維工学の講義と実験、実
習を中心にカリキュラムが組まれていた。各大学には､実習向上があり座学と実践を一貫して
繊維科学技術が学べるようになっていた。実習向上では、最新とはいえないが、製紙、紡績、
染色、加工など各工程の実機があり、豊富な技官により、少人数の懇切な実技教育が行わ
れていた。

しかし昭和41年頃から。繊維業界の不振から求人が極端に減少し、それに伴い入学者が減少し
てきた。各大学は生き残りのために工学基礎とハイテク分野の工学教育へと転換し､名称変
更が次々と起こっていった。（中略）

平成2年我が国の繊維科学技術教育が国立大学の中に2つの繊維学部があるものの､繊維を冠
し繊維本流の科学技術教育研究を行う学科は信州大学の繊維システム工学1学科になって
いる。





学校教育および大学教育のあり方に対する
生活科学分野からの提言

教員の資格審査に関する問題点

• 生活科学（家政学）分野の教員に求められている教育研究を行う大
学人としての資格の有無をどう判定するか?

• 論文の数だけでは無く、内容特に人の視点に立った物の考え方、総
合力に関する判定基準が重要である。

• 大綱化以降大学院等の改革は届け出でだけでもよいことになってい
る。資格審査の有り様を早急に見直す必要がある。

学科の改変について

• 大学の経営を重視すると、卒業時に就職がありそうな学科（入試の
際に受験生が魅力を感じる学科）に簡単に改組が出来る。人の暮ら
しにとって必要な学問領域であっても急激に衰退していく。

• それぞれの学問領域をどのように存続させていくのか?
• 関連学協会の協力を得て学術会議として対策を考える必要がありそ

うである。



健康・生活科学委員会生活科学分科会として
何が出来るか?







＊第３回公開講演会は開催予定の３月１２日前日に起きた東日本大震災の影響で
開催が７月５日（火）に延期された。
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